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主
要
地
方
道
掛

合
上
阿
井
線
改
良

工
事
の
上
阿
井
工

区
の
う
ち
、
未
完

成
だ
っ
た
上
阿
井

新
大
橋
を
含
む
二

百
�
の
工
事
が
完

成
し
、
こ
れ
を
記

念
し
た
「
上
阿
井

新
大
橋
渡
初
め
式
」

が
、
九
月
十
七
日
、

大
橋
西
詰
交
差
点

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
区
間
は
、

雲
南
市
掛
合
町
地

内
国
道
五
四
号
か

ら
上
阿
井
地
内
国

道
四
三
二
号
に
至

る
、
中
山
間
地
域

を
東
西
に
結
ぶ
重

要
な
幹
線
道
路
と

し
て
、
平
成
二
年

に
着
工
し
、
総
延
長
約
三
・
五
�
、

総
事
業
費
約
三
十
四
・
六
億
円
を

掛
け
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
式
典
に
は
、
雲
南
県

土
整
備
事
務
所
を
は
じ
め
行
政
関

係
者
や
、
多
く
の
住
民
が
出
席
し
、

安
全
祈
願
の
神
事
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
を
主
催
し
た
阿
井
地
区
自

治
会
長
会
を
代
表
し
、
山
根
義
人

会
長
か
ら
「
こ
の
工
事
の
完
了
に

よ
り
、
各
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
は
も
と
よ
り
、
通
学
児
童
等
の

歩
行
空
間
も
確
保
で
き
安
全
性
が

大
き
く
向
上
し
た
。
ま
た
、
上
阿

井
新
大
橋
の
完
成
で
、
地
域
の
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
が
誕
生
し
た
」
と

完
成
の
喜
び
を
込
め
た
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、
神
職
を
先
頭
に
、
関
係
者

や
多
く
の
住
民
が
上
阿
井
新
大
橋

の
渡
初
め
を
行
い
、
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
阿
井
保
育
所
園
児
二
十
二
人
が

可
愛
ら
し
い
「
き
り
ん
太
鼓
」
を

披
露
し
、
完
成
に
花
を
添
え
ま
し

た
。

▲竣工を祝い、渡初めを行う関係者

▲追悼式の様子
▲追悼の言葉を述べる
　矢部光敏さん▲初めてのそば打ちを体験する学生たち
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【事業概要】
総事業費　約34.6億円
事業延長　約3,500ｍ
幅　　員　車道：3.25ｍ×2車線
　　　　　歩道：2.50ｍ
　上阿井新大橋
　　総事業費　約２億円
　　工事延長　約46ｍ

メ
ー
ト
ル

キ
ロ

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦

没
者
の
冥
福
を
祈
る
「
奥
出
雲
町

戦
没
者
追
悼
式
」
が
、
町
と
社
会

福
祉
協
議
会
が
主
催
し
、
九
月
十

一
日
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
各
地
区
の
遺
族
会

会
員
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
、

八
百
九
十
三
柱
の
御
霊
に
追
悼
の

意
を
送
り
、
一
分
間
の
黙
祷
や
霊

前
へ
の
献
花
を
行
い
、
ご
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
か
ら
「
先
の
大
戦
か

ら
学
ん
だ
教
訓
を
心
に
深
く
刻
み
、

世
界
の
恒
久
平
和
確
立
と
、
町
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
す
」
と

式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
て
鳥
上

地
区
遺
族
会
の
矢
部
光
敏
さ
ん
か

ら
「
戦
争
の
悲
惨
な
体
験
か
ら
得

た
貴
重
な
教
訓
を
肝
に
銘
じ
、
人

が
人
を
殺
し
あ
う
と
い
う
愚
か
な

行
為
の
無
い
平
和
な
世
界
を
築
く

こ
と
が
遺
族
の
使
命
で
あ
る
と
後

世
に
伝
え
た
い
」
と
追
悼
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
恒
久
平
和
を
願
う

一
方
で
、
世
界
各
地
で
は
今
も
な

お
戦
争
が
続
き
、
数
多
く
の
貴
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
貴
さ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
後
世
に

伝
え
、
郷
土
の
発
展
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

恒久の平和を願って恒久の平和を願って
奥出雲町戦没者追悼式

　
今
年
百
歳
を
迎
え
る
ご
長
寿
の

方
を
祝
お
う
と
、
井
上
町
長
が
自

宅
や
施
設
を
訪
問
し
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
の
祝
詞
と
銀
盃
、
町
か

ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も

体
に
気
を
付
け
て
、
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
記
念
品
等
を
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
。
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百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

楠
　
　
カ
ヨ

さ
ん
（
稲
原
）

野
津
チ
リ
ノ

さ
ん
（
大
馬
木
）

松
浦
ツ
ネ
ノ

さ
ん
（
大
馬
木
）

景
山
　
優
子

さ
ん
（
上
阿
井
）

和
泉
マ
サ
ヨ

さ
ん
（
上
阿
井
）

田
部
マ
ツ
ヨ

さ
ん
（
下
阿
井
）

田
中
ヨ
シ
ノ

さ
ん
（
三
沢
）

和
久
利
ヨ
シ
イ
さ
ん
（
三
所
）

▲

ご
家
族
と
一
緒
に
お
祝
い
。

松
浦
ツ
ネ
ノ
さ
ん（
左
か
ら
二
番
目
））

▲

手
刈
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参
加
者
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料
理
研
究
家
・
中
村
成
子
さ
ん

が
館
長
を
務
め
る
阿
井
の
「
一
味

同
心
塾
」
で
九
月
二
十
五
日
、
春

の
田
植
え
に
続
く
、
稲
刈
り
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
「
米
づ
く
り
委
員

会
」
の
メ
ン
バ
ー
や
県
外
か
ら
の

参
加
者
な
ど
四
十
人
が
作
業
に
あ

た
り
、
広
さ
約
三
十
�
の
田
ん
ぼ

に
入
る
と
、
黄
金
色
に
色
づ
い
た
、

無
農
薬
栽
培
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
手

刈
り
と
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
七
段
の
ハ
デ
を
組

み
上
げ
、
手
際
良
く
稲
束
を
掛
け

て
い
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
そ
れ
ま
で
の
真
夏
日

か
ら
一
転
、
秋
の
涼
風
が
吹
く
中

で
作
業
を
行
い
、
参
加
者
は
爽
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
昔
な
が
ら
の
安
心
、
安
全

な
米
づ
く
り
は
、
交
流
人
口
の
増

加
や
、
仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。
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空
の
も
と

秋
空
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も
と

ア
ー
ル

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日

の
三
日
間
、
島
根
県
立
大
学
短
期

大
学
部
の
学
生
四
十
六
人
が
奥
出

雲
町
を
訪
れ
、
「
地
域
探
検
学
」

と
称
し
た
奥
出
雲
町

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
住

民
と
の
交
流
や
様
々

な
体
験
を
通
じ
て
、

地
域
の
暮
ら
し
を
肌

で
感
じ
、
生
き
る
力

と
人
間
の
生
き
方
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
、
平

成
十
五
年
か
ら
始
ま

り
、
今
年
で
八
年
目

と
な
り
ま
す
。

　
訪
れ
た
学
生
は
、

町
内
の
伝
承
農
家
を

訪
問
し
た
り
、
日
刀

保
た
た
ら
の
木
原
明

村
下
か
ら
、
た
た
ら
や
伝
統
文
化

に
つ
い
て
の
話
を
聴
い
た
ほ
か
、

二
日
目
に
は
、
川
西
そ
ば
体
験
道

場
で
、
全
員
が
そ
ば
打
ち
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
こ
の
そ
ば
打
ち
体
験
で
は
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
が
始
め
て
の
体
験

と
あ
っ
て
、
川
西
そ
ば
倶
楽
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
そ
ば
粉
を
こ
ね
る
こ
と
か
ら

盛
り
付
け
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
三
日

間
の
活
動
を
通
じ
て
、
各
分
野
に

お
け
る
地
域
で
の
暮
ら
し
を
学
び
、

肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
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げ


